
2016‐17 会長主題 

招かれた者としてふさわしく 
あずさ部長   浅羽俊一郎（東京山手）         「あずさ部は賜物の宝庫。もっと活かそうぜ！ 」 

東日本区理事  利根川恵子（川越）              「 明日に向かって、今日動こう 」 

アジア地域会長 Tung Ming Hsiao (台湾)     “ Respect Y’s Movement” 「ワイズ運動を尊重しよう」 

国 際 会 長   Joan Wilson (カナダ)  “ Our Future Begins Today. ”「私たちの未来は、今日より始まる」 

 
会長 金本伸二郎／ 副会長 尾内昌吉 ／ 書記 増野 肇・飯野毅与志 ／ 会計 中村孝誠 

直前会長 浅羽俊一郎 ／ ブリテン 功能文夫 ／ 担当主事 星住秀一 

 

2017 年 ６月 例会 

（評価の月）  

 

と き ６月 20 日（火）18：30－20：30 

ところ 山手センター 101 号室 

     

受 付      飯島愛子さん、功能さん 

司 会             尾内さん 

開会点鐘             会 長 

モットー・ワイズソング      一 同 

聖句朗読・祈祷         尾内さん 

ゲスト・ビジター紹介       会 長       

＜会 食＞            一 同 

ハッピーバースデー 

楽しい歌 

「今期を振り返り、次期年度に向けて」 

 金本現会長、上妻次期会長 挨拶 

 会長交代式 

ニコニコ             一 同 

報告・連絡事項          各担当 

閉会点鐘             会 長 

当番〔１班〕功能、上妻、尾内、飯島（愛） 

 

６月 HAPPY BIRTHDAY 

                  

上妻清子さん ８日 尾内昌吉さん 14 日 

                                                                          

 

会費の納入は、会計(中村君)への納入または 

下記銀行口座への振込みをお願いします。 

三菱東京 UFJ銀行  高田馬場駅前支店 

普通 ３５４８４３１ 「東京山手ワイズメンズクラブ」 

 

ワイズメンズクラブ モットー 

 

『 強い義務感をもとう 

      義務はすべての権利に伴う 』 
 “ To acknowledge the duty  
     that accompanies every right ” 
  

 

 

 

今月の聖句 

 

求めなさい。そうすれば、与えられる。 

探しなさい。そうすれば、見つかる。 

門をたたきなさい。そうすれば、開かれる。 

 

マタイによる福音書 ７章７節  

             

  

 

５月報告 

 

会員在籍数            16 名 

例会出席者     メ ン    12 名 

          メネット   ― 名 

ゲスト・ビジター         ― 名 

会員出席率              75 % 

ニコニコ    6,974 円（累計 58,190 円） 

 

ＢＦ 国内切手 1,650g    外国切手 50ｇ 

６ 

2017 
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５月例会 報告 

 

５月16日（火）18：30－20：30 

山手センター 101号室 

出席者：上妻、浅羽、飯島、飯島（愛）、尾内、

尾内（規）、金本、功能、鈴木田、中村、

増野、星住         12名 

ゲスト・ビジター          ―名 

 

 今回は私（増野）が受付担当なので何とか参加

することにした。新宿駅のエスカレーターで転倒

して肋骨骨折をして以来、ラッシュアワーの新宿

駅が苦手になってしばらく休会していた。久しぶ

りに参加することができたが、会場の机の並べ方

が 90 度向きを変えていて、会長席が右手に移っ

ていたのが新鮮だった。  

 4 月に山手会館館長になられた宮崎純さんから

ご挨拶があった。ホテル専門学校校長代理を兼ね

ておられる。 

ハッピーバースデーは5月生れの鈴木田通夫さ

んと4月生れの増野、功能、尾内規子さん、飯島

さんとを一緒にお祝いしました。鈴木田さんは、

年齢が自分より上の方がおられる中で退会するの

は心苦しいがと挨拶、ワイズ歴55年の思い出の一

端を語られた。 

 今回のメインテーマは「山手クラブの進路を語

ろう」で、これからの山手クラブについてざっく

ばらんの話を楽しくしようという企画、机の並べ

方の変更もその環境作りのため、4 月ヨルダン会

で語られたことも頭に置いて始まった。金本会長

と上妻次期会長を中心に、浅羽さんの司会で始め

られた。自由に話すのには席の順番に話すのが 

日本人には向いているということで、最初は順番

に発言することから始まった。そこで出た発言を 

略記してみると、 

・今のままではメンバーは減っていくだろう。 

・会の案内チラシを作って配るのはどうか。 

・ホームページを作れないか。 

・地元の人にもっと入ってもらうことはできない

か。 

・会費を安くする。 

・会費を必要としない会員以外の参加を増やす。 

・自由に話せる場があるといい。 

・山手クラブはセールスポイントがない。例えば

「元気」を出すクラブとか、今までやったこと

のないことをやらなくちゃ。 

・国際クラブとしての活動をもっとしてみる。 

・昼間の開催にしたら。 

・山手センターには昼間開催の空きスペースがな

く、他に場所を探す必要がある。 

・東京ベイサイドクラブは会員が比較的若く土曜

あさイチ例会をやっている。 

・クラブの合併があってもよい。 

・山手センターを支援するクラブとして作られた

山手クラブは継続したい。どうすれば継続でき

るか。 
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 要するに、一番重要なのは活動の内容であると

いうことになりました。 

1、地元とどう結びつくか。地元の人が参加して

いない。地元とつながる活動をすべきだ。 

2、山手クラブは山手センターを支援するクラブ

だという意識が必要だ。たんぽぽクラブのリビ

ー、サンライズクラブの山中湖センターのよう

な意識が必要だ。 

3、活動内容に皆が求めているものをやるべきだ。

ＹＭＣＡオープンフォーラムでは沢山の人が集

まり、熱心に討議した。福島や石巻の活動、健

康問題、など魅力的なテーマで活動をすること

だ。 

４、ワイズの国際性も重要だ。 

 こんなことが熱心に話し合われたのでした。 

（まとめ：増野、功能）      

 

 ５月ヨルダン会 報告  

 

日時：５月24日（水）18：00-20：30 

場所：山手センター  

出席：上妻、飯野、尾内、金本、中村、 ５名 

議事 

１、６月例会 ６月20日18：30 上妻次期会長

引継式及び次期方針表明 

２、 ヨルダン会 ６月28日19：00 決算及び次

期予算案提示 

３、 山手クラブ例会 昼間の開催を検討したが、

諸般の情勢を考慮し従来通り山手センター

で18：30より行うこととした。 

４、 ヨルダン会 7 月から第３水曜日 13：30 よ

り山手センター前の喫茶店を会場とし行う

こととし中村さんが交渉する。 

５、 １２月例会 第３火曜日 18：30 よりクリス

マス会として実施、ヨルダン会は行わない。 

６、 ９月２日 大阪茨木クラブ２５周年記念例

会 

７、 その他 山手学舎の今後の支援体制、山手コ

ミュニティ委員会の報告あり。 

                以上 

 

 

あずさ部第３回アトム評議会 報告 

中村孝誠 

5月13日（土）11：00～12：30に、あずさ部

第３回アトム評議会が山手センター101 号室で開

催された。 

開会式はホストクラブ（東京たんぽぽクラブ）

の藤江喜美子氏の司会により順調に進み、次いで

小山久恵部書記の司会により議決権者の出席人数

39人が確認され、浅羽部長から評議会成立宣言が

なされた。浅羽部長の挨拶の後、次期大野部長か

ら３つの議案、次期鳥越会計から１つの議案が提

示された。 

第１号議案・・・2017－18 年度あずさ部活動

方針案 

 第 2 号議案・・・2017－18 年度あずさ部計上

予算案 

 第 3 号議案・・・2017－18 年度あずさ部部会

開催日程案 

 第 4 号議案・・・2017－18 年度評議会開催日

程案 

上記議案に就いて大野部長、鳥越部会計から説明

があり、第１号・３号・４号事議案は問題なく承

認となったが、第2号議案に就いては未計上の資

産もあり１部修正が必要との事で再度検討の上７

月15日の部評議会で提示する事となった。 

次に報告事項に進み浅羽部長より第3回東日本

区役員会報告等がなされ、次いで事業主査より事

業活動報告、クラブ会長よりクラブ活動報告がな

され、各クラブとも会員増強及び会員維持の問題

で頭を痛めているようである一方、ＣＳ活動に工

夫を凝らし意欲的に活動されているクラブも見受

けられた。 

閉会式も恒例通り進み、その後写真撮影でお開

きになった。当初 65 名の出席者を予定していた

ようだが、2、3名の欠席者が出た様である。 

ロールバックマラリア 
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東京たんぽぽＹサービスクラブ 

15周年記念例会 

 金本 伸二郎 

東京たんぽぽＹサービスクラブの15周年記念

例会が、5月13日（土）13：30から山手コミュニ

ティーセンターで開催された。当日は、北は仙台

や石巻から、西は大阪からと31クラブとＹＭＣＡ

関係者など128名が参加し、また、どうしても参

加できなかったクラブからはお酒の寄贈等という

形で参加された。 

第一部の記念式典は、小原史奈子会長の挨拶、

開会点鐘に続き、小さな命の種が芽生え育ち地の

果てまで枝を張る大樹となると歌う讃美歌を全員

で斉唱し開始された。聖書朗読、・祈祷、ワイズソ

ングと続き、菅谷東京ＹＭＣＡ総主事、利根川東

日本区理事、浅羽あずさ部部長の三氏がそれぞれ

お祝いの言葉を語られたが、いずれの方も、花の

たんぽぽが可憐でありながら、じみちに根を張り

綿毛として広がっていく姿になぞらえ、たんぽぽ

クラブが行っている、リビーへの支援活動やわく

わくサロン、石巻・歌の出前といった日常の活動

を称賛し、祝いの言葉を述べられた。引き続き本

例会の実行委員長・越智京子さんの子息光輝さん

の夫人越智美香さんのピアノ演奏とその同僚であ

る相田麻純さんの春夏秋冬、そしてカルメンの歌

の演奏（共にプロの演奏家で大学で教鞭をとって

おられる）を聞き、参加者はその歌声とピアノ演

奏を堪能し、アッという間に1時間の式典は終了

した。 

第二部の祝会では東京山手、東京西両スポンサ

ークラブ、ＤＢＣ大阪なかのしまクラブのお祝い

の言葉の後、栗本次期東日本区理事の乾杯の発声

により懇親、食事に移り、おいしい料理に舌鼓を

うちながら、花をテーマにしたビンゴゲームなど

で楽しいひと時を過ごした。参加者全員で「たん

ぽぽ」「ＹⅯＣＡの歌」をうたい、越智京子さんの

閉会の言葉をもって、終了した。 

山手クラブからの参加者は、浅羽、上妻、尾内

（昌）、尾内（規）、飯島（愛）、功能、中村、金本

の８名であった。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ＹＭＣＡニュース  

 

１． サマーキャンプ・各種スクール ６月より順

次受付スタート  

山や湖でのサマーキャンプ、日帰りのプールサ

マースクールのほか、短期水泳、体操、英語、工

作など、今夏も山手センターでは約40のプログラ

ム・コースを用意しています。 

リーダー会、リーダートレーニングもスタート

し、スタッフ、ボランティアリーダー一同、素晴

らしい夏休みになるよう、準備を進めています。

お知り合いの方をぜひご紹介ください。 

２．水上安全キャンペーン開催  

全国のＹＭＣＡでは毎夏『水上安全キャンペー

ン』を開催し、子どもたちに水難事故に遭わない

ための知識を伝え、また万が一事故に遭ってしま

った場合の対処法を広めています。  

毎年この季節になると山手センターのプールスタ

ッフは近隣の小学校や幼稚園に授業にでかけ指導

をします。6月18日（日）には、山手コミュニテ

ィーセンターで、着衣泳の講習会も行ないます。  

ふだんＹＭＣＡに通っていないお子さんもご参加

いただけます。 詳しくはお問合せください。  

３．第１５回 会員大会が行われました 

５月２７日東陽町センターにて会員大会が行わ

れ、大勢の会員の方が参加されました。 

会員部運営委員候補者の推挙では、新しく５名の

方が加わることになりました。 

各表彰では、山手センターからボランティアリ

ーダーの久保田美穂さんが表彰され、リーダーを

代表してスピーチがありました。今年は会員活動

の発表がブース形式で行われ、江戸城ファミリー

ウォークなど１０の紹介がありました。「会員の

会員による会員のための大会」のテーマの通り、

会員活動がより意識された大会となりました。 

４．日本初の室内温水プール１００周年 

1917年（大正６年）、東京ＹＭＣAが日本初の

室内温水プールを建設してから今年で100年にな

りました。これを記念して山手センターのロビー

にも記念パネルが展示してあります。ぜひご覧く

ださい。 
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ワイズライフ55年、退会に際して 

鈴木田通夫・祐子 

 

 私ども年齢を合わせると160歳を超えましたの

でここが節目と考え、住まいを変え、ワイズも区

切りをつけようと、金本会長に退会の申し出をし

ましたところ、4月の例会後に開かれた臨時ヨル

ダン会で快く承認を頂きました。 

 顧みますと、1962年6月、故久威智（ひさし た

けとも）さん（東京Ｙ理事）の引きで旧武蔵野ク

ラブに通夫28歳、祐子23歳の時、入会しました。 

1965年8月通夫ニューヨーク滞在の折、北米ＹＭ

ＣＡ同盟の主事からカナダのフレデリクトンで開

催される第41回ワイズ国際大会に参加するよう

誘われました。驚いたことに日本区事務所で手続

き下さったのが故奈良傳（つたえ）さんで、私を

ＢＦ代表にして頂きました。モントリオールの空

港で、10年後、熱海の第51回国際大会のＩＣＣ

（国際大会準備委員会）委員長になられたヨーゲ

ンセンさんから面識のない私に「あなたはワイズ

メンか」と声をかけられました。日本区の代表は

故鈴木謙介さんでご夫妻とあと4，5名でした。こ

の大会参加が最後となられたワイズメンズクラブ

の創始者ポール・アレキサンダーさんを拝顔でき

たことは私のワイズ人生の宝となりました。 

 1966年9月、大阪勤務となり、東京Ｙ総主事木

本茂三郎さんから「君はぜひ大阪クラブへ入りな

さい」と紹介状を書いて頂き、大阪クラブに入り

ました。大阪クラブでは日本にワイズダムを創ら

れた奈良傳さん、草創期に理事をなさった緒方繁

之さん，岩越重雄さんらがおられ、ワイズ精神の

何たるかを教えて頂きました。 

2年後、東京へ戻る際、名物ワイズ木下百太郎

さんが「武蔵野には悪いが、“シン”さんのいる

山手に行きなさい」と強く言われ、当時木造の山

手会館に恐る恐る訪ねました。奈良信さんとは面

識はありませんでしたが、歓迎の便りを頂きまし

た。それから49年間、東京山手クラブにご厄介に

なった次第です。山手に在籍中、30歳の後半から 

40歳代にかけて私のワイズライフのハイライト

でした。 

 クラブ、部（南東部）、区（日本区）、アジヤ

地域、熱海国際大会で少々ご奉仕させて頂きまし

た。何を、というより、その際にご一緒して頂き

親しくご指導頂いたあまたのワイズメンの方々を

心に深く感謝しております。また、祐子もワイズ 

 

 

 

 

メネット会に関わり、多くのワイズメネットの

方々と親しくして頂き、感謝しております。 

 さて、昨年8月、許可を得て老人ホーム（ケア

ハウス、定員60名）に入居しました。早速、6名

の世話役に選ばれ、楽しく過ごしております。 

 ワイズについては、温かく感謝に満ちた思い出

を心の中に大切にし、これからの人生を歩みたい

と思っております。 

 ワイズの皆様またＹ愛の心を生んで下さったＹ

の主事の皆様、ありがとうございました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 感 謝  

 鈴木田さんは1968年に山手クラブに転入会、

1971年に会長、1973年には奈良信日本区理事のも

とで区会計、1976年には南東部長、1977年にエル

マー・クロウ賞受賞、1992年に2度目の会長、2011

年に3度目の会長をされました。 

また祐子さんはメネットとして活躍、1981年に

はメネット事業主査をされました。2002年に山手

クラブに入会、2007年に会長をされました。また

例会で楽しい歌の指導をしていただきました。 

楽しい思い出をたくさん残していただきありが

とうございました。 

 どうぞこれからもお元気で。そして、機会がれ

ばいつでも山手にいらしてください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お た よ り 

 

＜青鹿博明さん＞ 1年間ガンバリます。 

＜上妻英夫さん＞「山萌ゆる山荘周りに山桜」 

東西主峰は真白の残雪、ようやく近くの山々が芽

が出てきた。そして山桜が一際目立って見えてく

る。 

＜浅羽俊一郎さん＞ 有意義な語らいの場にな

りますように！！ 

＜増野 肇さん＞ 自信ないけれど、先月休んだ

し受付の仕事もあるし何とか努力してみます。夜

のラッシュを避ける方法を考えてみます。 

 

 


